ちと 

き 所な り。 又 台所の 世帯 万端、 固より 女子の 知る 可き 

あまた 

事 なれば、 仮令い 下女下男 数多 召使う 身分 にても、 飯 

えんそ 

の 炊きよう は 勿論、 料理 献立、 塩噌の 始末に 至る まで 

こまか みず 

も、 事 細に 心得 置く 可し。 自分 親から 手 を 下さ、 V る 

にもせ よ、 一家の 世帯 は 夢中に 持てぬ もの なれば、 娘 

の 時よ リ 之に 慣る、 こと 大切な りと 知る 可し。 

一 前条 は 学問と 言う 可き 程の ことに あらず、 貴賤 貧 

富に 論な く 女子 教育の 通則と して、 扨 学問の 教育に 至 

りて は 女子 も 男子 も 相違 ある ことなし。 第一 物理学 を 

土台に して 夫れ より 諸 科 専門の 研究に 及ぶ 可し。 之 を 

たと もと 

喩えば 日本の 食物 は 米飯 を 本に し、 西洋 諸国 は パン を 



うこと 多ければ、 学問 上に 男子と 併行す 可ら ざ るは自 

然の 約束と 言う も 可な り。 殊に 我 日本 国に 於て は、 古 

なお ざリ 

来 女性の 学問 教育 を 等閑に 附 して 既に 其 習慣 を 成した 

る ことなれば、 今日 遽に之 を 起して 遽に 高尚の 門に 

入れん とする も、 言う 可く して 行わる 可らざる の 所望 

なれば、 我輩 は 今後 十 年 二十 年の 短日月に 多き を 求め 

ず、 他年の 大成 は 他年の 人の 責任に 遺して 今日は 今日 

の 急 を 謀り、 兎にも角にも 今の 女子 をして 文明 普通の 

常識 を 得せし めんと 欲する 者な リ。 物理 生理 衛生 法の 

初歩より 地理 歴史 等の 大略 を 知る は 固より 大切なる こ 

ほ，.？ ぞう たしょ 

とに して、 本草な ども 婦人に は 面白き 嗜 みならん。 



殊に 我輩が 日本 女子に 限りて 是非とも 其 智識 を 開発せ 

んと 欲する 所 は、 社会 上の 経済 思想と 法律 思想と 此ー 一 

者に 在り。 女子に 経済法 律と は 甚だ 異なる が 如く なれ 

ど も、 其 思想 の 皆無な る Y J そ 女子 社会 の 無力な る 原因 

中の 一 大 原因 なれば、 何 は 扨 置き 普通の 学識 を 得た る 

上 は 同時に 経済法 律の 大意 を 知らし むる こと 最も 必要 

なる 可し。 之 を 形容 すれば 文明 女子の 懐剣と 言う も 可 

なり。 

一 女性 は 最も 優美 を 貴ぶ が 故に、 学問 を 勉強 すれ 

ぼくと つ 

ばと て、 男 書生の 如く 朴訥なる 可らず、 無遠慮なる 可 

らず、 不行儀なる 可らず、 差 出が ましく 生意気なる 可 



顔色 を 和らげ 其 口調 を 緩 かにし、 要は 唯 条理 を 明に し 

て 丁寧 反覆、 思う 所を述 ぶる に 在る のみ。 即ち 女子の 

品位 を 維持す るの 道に して、 大丈夫 も 之に 接して 遜る 

所な きを 得ず。 世間に 所謂 女学生 徒な どが、 自 から 浅 

学 寡聞 を 忘れて、 差 出が ましく 口 を 開いて 人に 笑わ 

る、 が 如き は、 我輩の 取らざる 所な リ。 

たっと おのず 

一 既に 優美 を 貴ぶ と 言えば、 遊芸 は自 から 女子 社 

、， +; ま.： よ 

会の 専有に して、 音楽 は 勿論、 茶の湯、 挿花、 歌、 誹 

諧、 書画 等の 稽古 は、 家計の 許す 限り 等閑に す 可らず。 

但し 今の 世間に 女 学と 言 えば、 専ら 古き 和文 を 学び 

みそ ひともじ のうじ おわ 

三十 一 文字の 歌 を 詠 じて 能事 終る とする 者な きに 非ず。 



に 苦労して 禍福 を 祈る が 如き、 世間に 其 例 少なから ざ 

る を 見て 知る 可し。 畢竟す るに 無学 迷信の 罪 と言うの 

やまと もんじ 

外な し。 左れば 古来 世に 行わる ゝ和 文字の 事 も 単に 之 

を 美術の 一 部分と して 学ぶ は 妙な りと 雖も、 女子 唯 一 

の 学問と 認めて 畢生 勉強す るが 如き は 我輩の 感服せ ざ 

る 所な リ。 

一 女子の 徳育に は 相当の 書籍 も ある 可し、 父母 長者 

の 物語 も ある 可し と雖 も、 書籍 読む よりも 物語 聞く よ 

リも、 更に 手近く して 有力なる 教は 父母の 行状に 在り _ 

徳教は 耳より 入らず して 目より 入る と は 我輩の 常に 唱 

うる 所に して、 之 を 等閑に す 可らず。 父母の 品行方正 



して、 其 男女が 年頃に 達すれば 辛苦して 之 を 探索し、 

長し 短し 取捨 百 端、 いよく 是れ ならばと 父母の 間に 

内 決して、 先ず 本人の 意向 如何 を 問い、 父母の 決した 

る 所に 異存な しと 答えて、 事 始めて 成る の 風な り。 故 

に 表面より 見れば 子女の 結婚 は 父母の 意に 成り、 本人 

は 唯 成 を 仰ぐ のみの 如く なれ ども、 其 実は 然ら ず。 父 

母 は 唯 発案者に して 決議 者に 非ず、 之 を 本人に 告げて 

かリ そめ し 

可否 を 問い、 仮初にも 不同 心と あらば 決して 強うる を 

ただち 

得ず。 直に 前議を 廃して 第二 者 を 探索す るの 例 なれ 

ば、 外国人な どが 日本 流の 婚姻 を 見て 父母の 意に 成る 

と 言 うは、 実際 を 知らざる 者の 言 にして 取る に 足らず _ 



譬えば 封建の 時代に 武家 は 百姓 町人 を斬棄 てると 言い 

ながら 実際に 斬棄 てた る 者な きが 如く、 正式に 名を存 

する のみに して 習慣の 許さ y る 所な り。 但し 天地 は 広 

し、 真実の 父母が 銭の 為め に 娘 を 売る 者 さえ ある 世の 

いわゆる 

中なら ば、 所謂 親の 威光 を 以て 娘の 嫁入 を 強うる 者 も 

あらん。 昔の 馬鹿 侍が 酔狂に 路傍の 小 民 を 手 打に する 

ひんせき 

と 同様、 情け知らずの 人非人と して 世に 擯斥 せらる 可 

力 力 

きが 故に、 斯る 極端の 場合 は 之 を 除き、 全体 を 概して 

言えば 婚姻法の 実際に 就き 女子に 大 なる 不平 はな かる 

可し。 

一 父母が 女子の 為め に 配偶者 を 求む る は 至極の 便利 



て 実行 せんと すれば、 其 便利 は 以て 弊害 を 償う に 足 

ら ざる こと ある 可し。 我輩の 窃に 恐る、 所な リ。 蓋 

し 男女 交際法の 尚お 未熟なる 時代に は、 両性の 間、 単 

に 肉 交 あ る を 知て 情交 ある を 知らず、 例えば 今 の 浮世 

男 子が 芸妓な ど を 弄ぶ が 如き、 自 から 男女 の 交際 と は 

ひろう しゅうわい 

言いながら、 其 調子の 極めて 卑陋に して 醜猥 無礼な 

る は、 気品 高き 情交の 区域 を 去る こと 遠し。 仮令い 直 

接に 身 を 汚さ、 V る 者 ある も、 帰す る 所 は 肉 交の 波瀾 中 

に 浮沈す る ものと 言 わざる を 得ず。 左れば 今日 両性の 

気 品 を 高尚 にして 其 交際 を 広く し 、 随て 結婚の 契約 を 

も 自由自在なら しめんと する に は、 唯 社会 改良の 時節 



ますます 

き 之 を 遠ざけても 益 相 引かん とする は 夫婦の 間 なれ 

ども、 之 を 近づ くれば 常に 相衝き 之 を 遠 ざ くれば 却て 

相 引かん とする は 舅姑と 嫁との 間な り。 故に 女子 結婚 

の 上 は 夫婦 共に 父母 を 離れて 別に 新 家を設 くる こそ 至 

当 なれ ども、 結婚の 法 一 様なら ず、 家の 貧富、 職業の 

事情 も 同じから ざれば、 結婚 必ず 別 門戸 は 行われ 難し 

かまど 

とする も、 せめて 新 夫婦が 竈 を 別にす る 丈け は 我輩 

の 飽くまで も 主張す る 所な り。 例えば 家の 相続 男子に 

嫁 を 貰う か、 又は 娘に 相続の 養子す る 場合に も、 新旧 

両 夫婦 は 一 家に 同居せ ずして、 其 一 組 は 近隣な り 又は 

屋敷 中の 別戸な り、 又 或は 家計の 許さ y る こと あらば 



同 一 の 家屋 中 にても 一 切の 世帯 を 別々 にして、 詰る 所 

は 新旧 両 夫婦 相 触る、 の 点 を 少なく する こと 至極の 肝 

要な り。 新婦の 為め に 老夫婦 は 骨肉の 父母に 非ざる 尚 

お 其 上に、 年齢 も 異なり、 衣服 飲食 百般の 事に 就て 思 

想 i 嗜の 同じから ざる は 当然の 事に して、 其 異なる 所 

の もの をして 相互に 触れし むる とき は、 自然の 約束に 

従て 相衝 かざる を 得ず。 都て 是れ 双方の 感情 を 害する 

媒介た るに 反し、 遠く 相 離れて 相互に 見る が 如く 見 ざ 

るが 如くして、 相互に 他の 内事 秘密に 立 入ら ざれば、 

新旧 恰も 独立して 自 から 家計 経営の 自由 を 得る のみな 

らず、 其 遠ざかる こそ 相 引く の 道に して、 遠目に 見れ 



ば 相互に 憎から ず、 舅姑と 嫁との 間 も 知らず 識らず 和 

合して、 家族 団欒の 幸福 敢て 期す 可し。 即ち 新 夫婦 相 

ますます うれい 

引く 者 をして 益 引かし め、 新旧 相衝 くの 患 を 避け 

て 遠く 相 引かし むる の 法な り。 世間 無数の 老人 夫婦が 

悴に嫁 を 迎え 娘に 養子 を 貰い、 無理に 一家の 中に 同 

居して 時に 衝突 を 起せば、 乃ち 言く、 是れ 程に 手近く 

や、 P 

傍に 置て 優しく 世話す る にも拘らず 動もすれば 不平の 

色 ありと て、 愚痴 を 洩す者 多し。 毎度 聞く 所 なれ ども、 

その 

何ぞ 計ら ん 、 其 手近く せられて 優しき お 世話 を 蒙る マ J 

そ 苦痛の 種 なれ。 畢竟 人の 罪に 非ず、 習慣の 然 らしむ 

る 所に して、 新旧 夫婦 共に 自 から 不愉快と 知りながら、 



りて 用いた る 漢語が 今 は 俗間 普通の 通語と 為りし もの 

みみざわり 

多き 中に も、 我輩の 耳 障なる は 子宮の 文字な り。 従 

前 婦人病と 言えば 唯、 漠然 血の道と のみ 称し、 其 事の 

つまびら か 

詳 なる は 唯 医師の 言 を 聞く のみに して、 素人の 間 

に は 曾て 言う 者 もな く 聞く 者 もなかり しに、 近年 は 日 

常 交際の 談話に 公然 子宮の 語 を 用いて 憚る 所な く、 売 

薬 の 看板 に さ え 其 文字 を 見る のみならず、 甚 しき は婦 

人の 口より 洩る、 などの 奇談 も 時として はなき に 非ず。 

ぎょうてん そ も そ 

唯 仰天す 可き のみ。 抑 も 子宮の 字 は 洋語の Uterus 

(ュ— テ ルス) に 当り、 相互 直訳の 文字に して、 西洋 諸 

国に 於て は 医師 社会に 限りて 之 を 用い、 診察 治療の 必 



く、 数十 百 部の 小説 本 を 読みながら 一 冊の 生理 書 を も 

見た る こ ともなき 女史 こそ 多 けれ。 況して 小説 戯作 は 

ま ザ 

往々 人の 情 を剌す こと 劇しく して、 血気の 春と も 言う 

可き 妙 年 女子の 為め に は 先ず以て 有害に こそ あれば、 

文学の 必要より していよ く 之 を 読まん とならば、 其 

種類 を 選ぶ こと 大切なる 可し。 

一 婦人の 気品 を 維持す る ことい よ/^ 大切な りと す 

れば、 敢て他 を 犯さず して 自 から 自身 を 重んず 可し。 

とうとう じょくす い 

滔々 たる 古今の 濁水 社会に は、 芸妓 も あれば 妾 奉公 

する 者 も あり、 又は 妾より 成 楊り 芸妓より 出世して 立 

派に 一 家の 夫人た る 者 も あり、 都て 是等は 人間 以外の 



ちと 

醜 物にして、 固より 淑女 貴婦人の 共に 伍 を 為す 可き 者 

に 非ず、 賤 しみても 尚お 余り ある 者 なれ ども、 其 これ 

を賤 しむの 意 を 外面に 顕すは 婦人の 事に 非ず。 我 は 

清し、 汝は 濁る、 我 は 高し、 汝は 卑しと 言わぬ 許りの 

顔色して、 明ら さまに 之 を 辱し むる が 如き は、 唯 空し 

く 自身の 品格 を 落す のみに して 益な き 振舞 なれば、 深 

く 慎し む 可き ことなり。 或は 交際の 都合に 由り て 余儀 

なく 此 輩と 同席す る こと も あらんに は、 礼儀 を 乱さず 

あなど ひそか 

温顔 以て 之に 接して 侮る ことなき と 同時に、 窃に其 

無教育 破廉恥 を憐む Y J そ 慈悲の 道 なれ。 要は 唯 其 人 の 

内部に 立 入る こと を 為さず して 度 外に 捨 置き、 事情の 



許す 限り 之 を 近づ け ざ るに 在る のみ。 

一 夫妻 同居して 妻た る 者が 夫に 対して 誠 を尽す 可き 

は 言うまでもなき 事に して、 両者 了 $ 同体、 共に 苦楽 

とも ベ か 

を 与に する の 契約 は、 生命 を 賭して 背く 可らず と雖 も、 

元来 両者 の 身の 有様 を 言えば、 家事 経営 に 内外の 別 こ 

そ あれ、 相互に 尊卑の 階級 あるに 非 ざれば、 一 切 万事 

対等の 心得 を 以て 自 から 屈す 可らず、 又 他 をして 屈伏 

せし む 可らず。 即ち 結婚の 契約より 生じた る 各自の 権 

ちと 

利 あるが 故な り。 故に 婦人 は 柔順 を 尊ぶ と言う。 固よ 

り 女性の 本色に して、 大に 男子に 異なり、 又 異なら ざ 

る をえず。 我輩の 飽くまで も 勧告 奨励す る 所に して、 
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